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ヴ エル レー ヌの 同 時 代 批 判

聖 ブノワ ・ラブル崇拝 をめ ぐつて

岡 由 美 子

1874年 モ ンス監獄 で回心 を とげた ヴェル レーヌ は,翌 年1月,敬 度 なキ リ

ス ト教徒 とな つて出獄す る。それ に呼応 して同時期か ら彼がつ よい関心 を しめ

す よ うにな るのが,18世 紀 の放 浪巡礼托鉢 者,聖 ブ ノワ;ジ ョゼ フ ・ラブル

であ る1)。

まず ラブル につ いて簡 単に説明 して お こう。1748年,ア ル トワ地方 の中心

地 アラス周辺 の一 村 アメ ッ トに生 まれ たブ ノワ=ジ ョゼ フ ・ラブルは,「 放浪

者 として福音書 の教えその ままの生をお くる」 という特異 な召命 に したが い,

22歳 の ときローマ にむ けて巡礼 の旅 にで る。以 後6年 間,施 し物 だ けで生 き

なが らえ ヨー ロッパの主 な聖地のすべてを徒歩で巡 つたが,風 が たか るほど不

潔な身な りに書 物の ほか は何 ももたず,夜 は地面 に眠 つた という。人 々の蔑み

の的 とな った,肉 体 にたいす るこの無頓着 さこそ彼の苦行の ひとつで あり,彼

が 「ロー マの放浪托鉢 者」 と呼 ばれた ゆえんであ る。 ラブル は1783年 に没 す

るが,そ の後 ま もな く彼 を聖人 と認 め る声が民衆 の あいだ に高 ま り,1861年

に 列福,73年 か らは列 聖 へ の手 続 きがす す む こ とにな る。 そ して彼 が カ ト

リック教会 によ つて正式 に列 聖 されたの は1881年12月8日 の ことであ る2)。

さて,1875年 の夏 アラスの母 の もとで休暇 を過 ご した ヴ ェル レー ヌは,友

人 のエルネス ト・ドラエー,在 郷 の知 人イ レネ ・ドクロワと散 策に出か けた さ

い,ア メ ッ トに立 ちよ つて聖 ブノワ ・ラブルを祭 つた聖堂 を訪 れて いる3)。 ま

た1877年9月 には,ジ ェル マ ン ・ヌー ヴォー とともに再 び同地 に巡礼 し聖 人

の生家 を訪ねて いる4)。 この よ うな聖人 への崇拝 は当然 の ことなが ら詩人 の創

作活動 に反映 される ことにな った。 ヴェル レーヌは,ラ ブル列聖 の さいに 「聖

ブノ ワ;ジ ョゼ フ ・ラブル 列聖 の 日」 と題 す る詩編 を着想 したに とどま ら

ず,複 数 の作 品 にお いて くりかえ し聖 人に言 及 して い るの で ある5)。 本稿 で
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は,そ のなかか ら主 として散文 『古 い町 失 われたあ る書物 の断片』 を とり

あげ,ブ ノワ ・ラブル崇拝 を とお してあ きらかにな るヴェル レー ヌの 「同時代

批判」 について述 べてみたい。

*

は じめに 『古 い町 失 われた あ る書 物 の断 片』(以 下 『古 い町』 と略)の

創作 時期 につ いて述 べて お こ う。「古 い町』 は,1889年11月9日 「芸術 と批

評」誌 に掲載 され た。 しか しなが ら作品 の執筆 じたいは この発表時期 とは一致

しない とい う説が有力で ある。 当時 ヴェル レーヌ ととりわけ親交 の深 か つたエ

ルネ ス ト・ドラエ ーによれば,『 古 い町』 は1875年 か ら76年 頃 に着手 された

政治 的攻撃文書 『あ るフランス人 によ るフランス旅行』(以 下 『フラ ンス旅行』

と略)の 一 章 をなす はずであ つた とい う6)。 さ らにプ レイア ッ ド版 『散文 作品

集』 の註 釈者 ジャック ・ボ レル は,『 古 い町』 の 「わた しはア ラスに住 んで は

い ないが,度 々滞在 してい る」 とい う一節 に もとつ いて,執 筆時 期 は ヴェル

レーヌがア ラス在住 の母 の もとで ひんぱん に休暇 をす ご して いた1875年 か ら

1880年 の 期間 と推定 して い るのであ る7)。 したが つて 『古 い町』 は遅 くと も

1880年 ま でには執筆 されていた と考 えてさ しつかえあるまい。

『古 い町』で は,教 会 を中心 とす るア ラスの大建 造物 の形態 と,そ こにまつ

わる歴史 や物語 が紹介 されている.し か しヴェル レーヌは,聖 ブノ ワ ・ラブル

の記念像 を安置す るサ ン=ヴ ァース ト大修道院 の記述 にだけは,み ずか らの経

験談 としてひ とつのエ ピソー ドを挿入 してい るのであ る。 そのエ ピソー ドとは

つ ぎのよ うな ものだ 。 ア ラス滞在 中サ ン=ヴ ァース トの教 会堂 にたびたび

赴 いてい る詩人 は,あ る日セ ールスマ ンら しき若 い男 が聖 水で身 を清 めず に

入 つて くるのを 目にす る。男が時間つぶ しに立ち寄 つたの はあ き らかだ。彼 は

祈 りを ささげる人々への配慮 もな く会堂内を歩 きまわ り,洗 礼堂や祭壇画そ し

て聖 ブノワ ・ラプルの記念像 な どをなが めて いる。 そのあ いだつね に物憂 げ

だ つた男の眼が輝 くの は,祈 り終え た若 い女性 の後 をひそか に追 いか けるとき

だ けで ある.

ヴ ェル レーヌは,教 会堂で 冒涜的 な態度 を とる このセールスマ ンを 「現代 フ

ランス人の完壁 な手本」8)と み な してい る。そ して,彼 によ つて ブノワ ・ラブ
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ルの列聖が嘲笑される場面を想定 しているのである

わた し 〔ヴェル レーヌ〕はこの不幸な男のことで頭をいつばいに して教会を出た。

〔…〕たとえば帽子の話 といつた何かほかの話題と同 じように,彼 が聖職者の盲目的

崇拝やラブルについて宗教問題を論 じはじめるのが聞 こえてくるようだ。「死にたえ

た教会が虚栄 と贅沢さにまみれていながら,近 ごろ風だらけのうさん臭いラブルを称

揚 している,な んという欺隔と矛盾だろう!」 と。9)

じ じつ,ブ ノワ ・ラブルの列聖手続 きが 「秩序,労 働 そ して品位 の観念 をか く

も崇拝 す るjio)19世 紀 後半 の フラ ンス社会 に引 きお こ した反 発 はけ っ して小

さ くな か つた。 当時 の有 名 な カ フェ ・コ ンセー ル 「黒 猫」 にお いて さえ も,

マ ック;ナ ブとい う歌手が 「列福 された ラブル」 と題 された歌 を うた つて大成

功 をお さめたとい う事実 がその話題性 の大 きさを ものがた つて いよ うll)。な か

で もと りわ け激 しか ったのが共和主義者 や反聖職者主義者 ら左派 の側 か らの ラ

ブル列聖 にたいす る糾弾 であ つた。彼 らに とつて,垢 にまみれ風 のたか つた人

物 を聖人 あつか いす ること こそカ トリック教会 の蒙昧主義 の明確 なあ らわれに

ほか な らないのであ り,教 会 を非難す る絶好 の材料 だ つたのだ12)。つ ま り,こ

こで セールスマ ンが述べ ている ラブル列聖 への批判 は,第 三共和制下 の世相 を

反映す る ものであつたといえるだろ う。 ヴェル レー ヌが このセール スマ ンを,

信 仰 を もたず カ トリック教会 を軽 ん じる同時代人 の典型 として登場 させてい る

のはあき らか である。

一方 ,こ の時期 ヴェル レーヌは,ジ ョゼ フ ・ド・メー ス トルにな らい教皇 権

至上 主 義 に賛 同 して いた。 な る ほど彼 がす で に初 期 詩編 「死 者 た ち」(1861

年)に おいて,ト ランスノナ ンの虐殺 にたおれた若 き共和主義 者たちにたいす

る共感 と羨望 を明確 に していたのは事実 であ る。 しか しなが ら回心後 に執筆 さ

れた 「フ ランス旅行」 では,一 転 して王政 に ノス タル ジーをいだ き,フ ラ ンス

革命以来 「共和主義 的思 考 と手を組んで悪化す る恐 るべ き不信心」13)に 警 鐘を

鳴 らしているのである。 そ して聖 ブノワ ・ラブルは,ヴ ェル レー ヌによ つて こ

の不信心 な同時代人 の対極 に位 置づけ られてい る.聖 人にたいす る感動 は,と

もす れば同時代人 の冒涜 的な行為 によ って引 き起 こされた絶 望感をいや してあ

ま りあるほどだ
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彼 は 気の毒に!何 も理解 しないまま聖 ブノワ・ラブルの記念像を凝視 してい

る(聖 ブノワ・ラブルこそ18世 紀 フランス唯一の宗教的栄光だ!そ れにしてもな

んと大 きな栄光だろう!貧 困を愛 し不便さを熱愛する,こ のような聖人や兵士たち

を有する国に永久に絶望する必要があるだろうか!そ してまた,現 代人のおぼつか

ない脳にとってはなんというつまづきの石だろう!)。14)

ヴェル レーヌはラブルを 「18世紀 フランスにおける唯一 の宗教的栄光」 とみ

なしている。その宗教的栄光 とは,彼 の苦行,す なわち 「貧困」 と 「不便 さ」

にたいする熱愛に由来するのである。だが聖人の無私 ・無欲な献身の価値 は,

同時代人の 「おぼつかない頭脳」では理解 されえない。 ヴェル レーヌがラブル

と,彼 を列聖 したカ トリック教会を称賛するのは,19世 紀 という同時代がこ

の 「安 らぎなき苦行者」の献身的な信仰とあまりにかけはなれているか らにほ

かならない。つまり 「憎悪,高 慢,物 欲,あ らゆる罪に満ちた」信仰心の希薄

な時代であるか らなのだ

教会はなんと善良なことか,憎 悪,

高慢,物 欲,あ らゆる罪に満ちたこの時代に,

知 られざる者のなかの知られざる者,人 間の無知にこのうえなく優しい人を

今日,称 揚するのだから

贈罪のたあの苦行に血を吐くように苦 しみ,悦 惚で青ざあるこの安らぎなき苦行者を

信仰はいま人々や聖人たちのもとにみちびく

彼は何ひとつ執着するものをもたず

貧困をみずか らの妻とし,女 王とした 〔…〕15)

「倒 錯 した世紀」16),「恐 るべ き無知 と憎悪 の時代」17)な ど と表現 を変え なが ら,

この時期の ヴェル レー ヌは不信仰が はび こる同時代 にた いす る批判を くりかえ

し表明 してい るのであ る。

と ころで,『 遺 稿集』(1903年 刊)に 採 録 され てい る 『古 い町』 の異稿 に よ

ると,セ ールスマ ンが ラブル列聖を批判す る場面 には後続 の一節が あ つた。 こ

の一節 が1889年 の 「芸術 と批 評」誌掲載 時に削除 されたの は,実 際 の ラブル

の列聖 か ら時間的 に あま りに隔 た つて しま つたた め文 中 の 「やつ は,れ つ ・

せ ・い ・されよ うと して いる On va le ca-no-ni-ser 」という近接未来をもち
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い た 表現 が もはや不適 当 にな ったせ いで あろ うか。 いず れ にせ よ この一 節 に

よ つて,ヴ ェル レーヌの同時代評価 を文 明批判 の観点 か らとらえ ることが可能

になろ う

や つ は,れ つ ・せ ・い ・され よ う と して い ます よ ね。 あ は つ は!ま った く,あ の 連

中 は気 が狂 つて い るん で す か ね?近 代精 神 に た い す るな ん て ば か げ た 挑 戦 だ ろ う!18)

セール スマ ンは ラブル の列 聖 を 「近代 精神 にた いす るばか げた挑戦」で あ り

「狂気 じみ た」行為 だ と嘲笑 してい る。 ここで今 いち ど喚起 したいの は,聖 ブ

ノワ ・ラブルの 「貧困」や 「不便 さ」 にたいす る熱愛,そ れ ゆえヴェル レーヌ

が聖人の栄光を たたえて いた点で ある。 いいかえれ ば,彼 が ラブルを崇拝す る

の は,聖 人の体現す る 「貧困」「不便 さ」,く わ うるに 「不潔 さ」 といつた,産

業革命後の フラ ンス ・ブル ジ ョワ社会の信奉す る 「近代精神」 とはまつた く相

いれな い要素ゆえなのであ る。 ヴェル レーヌの ラブル称揚 をとお して見えて く

るもの は近代精神 にた いす る一種の反逆なのだ。

ところで,ヴ ェル レー ヌの 「反近代精神」 とで も呼ぶべ きもの は ラブル

に言及 した箇所のみな らず 「古い町』にお いて象徴的 に表現 されて いる。

とい うの も,「 絵 にな るもの,斬 新 な ものを好む 当世 に あつて,芸 術 家 に も,

物 見だかい人々 にも,ほ とん どその名 を知 られない辺鄙 な一 地方都市」19)と形

容 され るアラスは,た えず 「ね たみ深 く狭量 な民主主義 の首都 」20)パ リの対極

として肯定 的に と らえ られて いるか らだ。「豊 か さ」や 「便利 さ」 「進歩」「科

学」 とい つた文 明の産物 を象徴 す る首 都パ リを,伝 統 を まもる 「古い町」 アラ

スに対照 させ る構成 その ものが ヴェル レー ヌの 「反近代精 神」を反映 してい る

といえよ う。

さ らに付言 すれば,同 様 の精神 は詩人 の文学 的視点 について も指摘 す ること

がで きる。「現代 の小説家 と宗教」 と題 され た 『フ ランス旅行』 の第7章 にお

いて,ヴ ェル レーヌ はフ ロー ベール や ゾラ,ゴ ンクール兄弟 ら 「自然主義 作

家」 を,唯 一 「宗教」 とい う判 断基準 に もとつ いて批判 している21)。ま た彼 が

キ リス ト教 詩集 『叡知』(1880年)を 出版 したのは,自 然主 義文学 の全盛期 で

あつた事実 も忘 れてはなるまい。 すなわち,彼 は科学 的方法 を積極 的に文学 に

と りいれ,魂 よ りも肉体 を表現す る ことに関心 をむける当時 の文壇 の潮流 に完
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全 に 逆行 していたのであ る。

さきほど指摘 した ヴエル レーヌの 「近代精神 にた いす る反逆」 につ いて,も

う少 し考察をすすめてみ よ う。 とい うの も,ア ラスとパ リの対比がみ られ るの

は な に も 「古 い町』 だ け で はな いか らで あ る。「叡 知』第3部 所 収 の詩 編

XX22)に お いて も同様 の視点 が導入 されて いるのだ。 ヴ ァン ・ブヴェールによ

れ ば詩 編 の 自筆初 稿 には 「1877年,ア ラス」 と記 されて いた23)。 こ の事 実か

ら友 人のパ リつ子 にア ラスの町 を案内 す るとい う詩 の内容 は,1877年 の ジェ

ルマ ン ・ヌー ヴォーの ア ラス来訪 に題材 を とつた もの とみなす ことがで きよ

う。詩人 はパ リしか知 らない友人 を,ア ラスが一望 で きる丘 に連 れてい く。 そ

して誇 らしげに この町 の美 しい 自然 と建造物 を見せ るのであ る

パ リつ子さん,際 限なくおどろいている友よ,

太陽が生まれた丘に登 りましょう 〔…〕

巨大な大聖堂と無限にのびる塔

青葉の下の瓦屋根,仰 々しくやはり巨大な城壁の無意味な切 り石,

あちらの鐘楼,こ ちらの塔,そ のほかのもの,す べてが

「わたしたちのところ」の背後から射すどぎつい金色の光を

西の雲が反射 した,そ の青白い金色に映えている

真綿の上のこれらの重い宝石,ね,そ うでしよう,旅 こそその宝石箱にふさわしい,

これこそちょっとした風景画といえるでしよう 〔…〕24)

地 理 的 に判 断 して 「わた した ちの ところcheznous」 と は,ア ラスか らさほ

ど遠 くな い フ ァンプー村 を さす とジ ャ ック ・ロ ビッシ ェは指 摘 して い る25)。

フ ァンプー村 はヴ ェル レーヌの母方 の故郷 であ り,彼 が幼 い頃か らたびたび休

暇 をす ご した場所 であ る.「 わた したちの ところ」 とい う表現 が強調 されて い

るのは,個 人 の家 でな く村 を さす とい うほどの意味か もしれないが,文 脈か ら

彼 の同地 への強い帰属感 のあ らわれを感 じずに はおれない。そ して 『古 い町』

と同様 に,伝 統 をま もるア ラスの町の素朴 な善 良 さは,「 近 代精神」 を具現 す

るパ リを引 き合いにだす ことによつて いつそ う強調 されて いるので ある

〔…〕ここではすべてが穏やかに生 きて死ぬ,ひ しあきあうものは何ひとつない,

〔…〕つまり友よ,「わたしたちの壁の内側」にパ リのものは

かつての流行とあなたたちがまだ青いうちに食べてしまうかの名高い進歩の

熟 した果実 しかないのだ。
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〔…〕 結 局 の と ころ,地 方 は 良 い と 白状 な さい 。

そ して 老 い た怪 物 の 「壮 麗 さ」 や 弱 々 しい 脈,あ の 匂 い が

少 し もな つ か し くな らな い と!26)

パ リで は 「青 い うちに」享受 されて しま う 「かの名高 い進歩」 もア ラスに とど

くころ には 「熟 した果実」 にな ってい る。「過去 の流行」 とは もはや流行 では

あ りえない。 ア ラスにはパ リの喧騒 も悪徳 もな く,善 良 な人 々が伝統 をま もり

つつ穏 やかな生 をお くってい るのであ る。

ところで ヴェル レーヌは,7歳 のとき一家 で上京 して以来,ラ ンボー とイギ

リスへ旅立つ までの約20年 間パ リに住 みつづ けていた。休 暇の たびに両親 の

故郷 アルデ ンヌ地方 やアル トワ地方 に滞在 していた とはいえ,青 春 期の大半を

首都 でお くつた ことにな る。 そ して彼 は早 い時期 か らみずか らの 「弱 さ」を 自

覚 していた。 断ち切 ることがで きないパ リの誘惑 こそ,飲 酒を は じあ とす る悪

習慣 の主 な原 因であ ることを認識 していた と思 われ る。 とい うの も,一 家 と交

流 の深か つた ドゥロー ニュ神 父の書簡 に よれ ば,1863年 ヴ ェル レーヌは神父

を訪 ねた さい,パ リにたいす る恐怖 を うちあ けてい るか らであ る。なお,そ れ

にたい して神父 は,意 志 の弱い彼 に は大都市 パ リは不向 きだ と感想を残 して い

る27)。さ らに,ラ ンボーの出現が 引きがね とな つて妻 マチル ドとの家庭が崩壊

したの もやは りパ リであ つた。 ヴェル レー ヌに とつてパ リはいわば不幸な過去

その ものなのだ。 ランボ ーを狙 撃 し,獄 中生活の さなかで回心を遂 げた彼 は,

お そ ら く宗教 的な次元においてだ けで はな く,新 しき人間 に生 まれかわ ろ うと

して いたの であ る。 じじつ,こ の詩 と同時 期 に執筆 された ジ ェル マ ン ・ヌー

ヴォーの ヴェル レーヌ宛書簡か らは,友 の再三の誘 いに もかかわ らずパ リに も

どることを拒否す るヴェル レーヌの堅固な意志を はつき りと読み とることがで

きる28)。

詩 編XXに お いて詩 人 は首都 を 「老 いた怪 物」 にた とえて いる。「弱々 しい

脈」,「あの匂い」 とい つた一連の表現 は,瀕 死の病人パ リを連想、させず にはお

かな い。それ にた い して アラスで は生命が脈 々と生 きつづ けて いる。伝統 が何

代 にもわた つて変わ らず受 け継がれて いるのだか ら。「われわれの城壁 の内側」

とは もちろん ア ラスの町 その ものを意 味す る29)。だ が,そ れ にお と らず注 目す

べ きは,「 城壁 の内側」 に帰属 す ることによ つて ヴェル レー ヌがパ リでのおそ
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ま しい過去 と訣別 しよ うとしてい る点 であろ う。彼 が 「パ リつ子 さん」 と呼び

かけ 「田舎 は良 い と白状 な さい」 と促 してい る相手 こそ,訣 別 すべ きかつての

自分 自身 にほかな らないのであ る。

ところで,ヴ ェル レー ヌがかつ て妻 マチル ドやその両親 とともに住 んでいた

のはモ ンマル トルのニ コレ街 であ つた

さて,下 りま し ょ う。 あ な た の 足 を そ れ ほ ど酷 使 して い な い に して も

モ ンマ ル トル の 眺 あ しか 見 た こ との な い あ な た の 眼 を 休 ませ るた あ だ け に。30)

ロ ビッシェによれば ,モ ンマル トルの丘 には義父母や妻 との不愉快 な思 い出が

結 びつ いて いる31)。 ラ ンボーがパ リに現 われて以来 ヴェル レー ヌと彼 らとの関

係 は悪化 し,少 なか らぬ軋礫が生 じた。 それ を考慮すれ ば,た しか にモ ンマル

トルの記憶 は 「訣別すべ き過去」 に数え うるか もしれ ない。 しか しなが ら実際

に は,妻 マチル ド,そ して息子 ジ ョル ジュこそが ヴェル レーヌの もつと も 「執

着 した」過去だ つたのであ る。 この時期,彼 はマチル ドとの復縁 に望みを もち

つづけてお り,以 後 も晩年に いた るまで彼女 にた いす る愛 と憎悪を表現す るの

をや めな い。 また この詩編XXを 執筆 す るわず か数 カ月前 に は,ラ ンボー と

の出奔以来会 っていなか った ジ ョル ジュに再 会 してい るのだ。 自筆稿 に 「1877

年,パ リ」 と付 され た 「叡知」第3部 詩 編XVIを み てみ よ う。詩編XXと 同

様 に,悪 臭 と喧騒 にみちた 「悪徳 の巣」 パ リが表現 されてい る。 しか し,こ こ

では 「近代精神」 の象徴 であ る首都 への糾 弾 も嘲笑 もみあた らない

〔…〕さまざまな匂い。空虚な音。心がさまようところどこで も

つねに眼を眩ませる砂ぼこりがまいあがる,

つねに罪あるものがうごめ く

心が吐き気をもよおすこの孤独のなかで!

そ こから立ちのぼる生気のない倦怠のなかに

多少 とも,賢 者は隠遁地をもうけて欲しいものだ,

彼の魂を二分するものがこの虚無のなかで泣いているからこそ

いつそう厳 しく,ま た聖化された隠遁地を132)

パ リに虚無感があふれているのは,そ こに暮 らす妻子と離別 してしまつたヴェ
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ル レーヌ自身の孤独 と密接 にむす びつ いて いるが ゆえ なので ある。つ ま り詩編

XXで もちい られて いる 「モ ンマル トル」 とい う地 名に は,む しろヴエル レー

ヌの忘却 しえ ない過去へ の執着 をよみ とることがで きるので はないか。かつ て

の自分 自身 との訣別 を表現 しよ うと した この作品 に も,内 面 の葛藤 は 「開 いた

傷 口」33)の よ うに顔 をのぞかせているのである。

*

以上 のよ うに本稿 で は,聖 ブノワ ・ラブル崇拝 を とお して ヴェル レーヌの 「同

時代批判」 に注 目した。 ところで,こ こで論 じた 「時代 にた いす る反逆」 は,

第1詩 集 『土星 び との歌』の プ ロロー グで 「行動 と夢想 とが分 離 して しま つ

た」同時代 を糾 弾す る初 期の ヴェル レーヌを想起 させず にはおか ない。興味ぶ

か いの は,こ の初期の 「反逆」が,詩 人 と して の存在論 と密接 にむす びつ いて

いた点 だ。つ ま り自己を 「呪 われた詩人」 と認識 す る ことであ る。初期 詩編

「ドン ・キホーテに」 「タ ッソー」,「奇怪 な人 々」(『土星 びとの歌』所収)な ど

において,す で にヴェル レーヌは 「冒険 に破滅 した狂人」,社 会 の異端 者 と し

ての詩人 の受 ける苦 難 と幸 福 ・栄 光 を大胆 に表現 していた のであ る。聖 ブノ

ワ ・ラブル崇拝 の陰画 として浮 かびあがる 「反逆」 も初期 のそれの延長線上 に

捉 える ことがで きるのではないだろ うか。 ランボーのふた りの 「弟子 」 ヴェル

レー ヌとヌー ヴォーが と もに崇 拝 した聖人 は,じ つ はあ らゆ る 「追放 者」「放

浪者」 の守護聖人 であ つた。 カ トリック教 会 はブノワ ・ラブルを列福 ・列聖 し

たのち も彼 の聖性 を全面 的に肯 定 して はいなか つたのであ る。彼 はまさに 「カ

トリックの序列 か らい くぶん はみだ した聖人,あ まりに大衆的で盲 目的な信仰

をひ きつ けるがゆえにな にや ら異端の匂 いをか ぎつ けず にはおれ ない放浪の聖

人」34)な の で あ る。そ して ヴ ェル レー ヌは1884年,自 らを論 じた 「ポー ヴ

ル ・レ リア ン」をふ くむ詩人論 『呪 われた詩人 たち』 を執 筆,さ らに1887年

に はふ たたび詩人 の 「不運guignon」 を 「カプ リーチ ョス」 に うた う。時期

的 な対応関係か ら見て も,ブ ノワ ・ラブル崇拝 は,ヴ ェル レー ヌが詩人 た るこ

とを問 い直す ための一連 の試 み と無関係 とはけ つして思 われないのであ る。
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註

1)聖 ブノワ ・ラブルの生誕地アメットのあるアル トワ地方は母方の故郷であり,ヴ ェ

ルレーヌは若いころか ら休暇をす ごすたあ同地方 のアラス,フ ァンプー,レ ク

リューズなどにひんぱんに滞在 していた。 したがつてかなり早い時期から彼がアル

トワの生んだ聖人について聞きおよんでいたと考えてもふ しぎはないが,聖 ブノ

ワ ・ラブルにたいする関心が具体的に表明されるようになるのは,回 心を遂げた

1874年 以後のことである。

な お,ヴ ェル レー ヌ 作 品 か らの訳 出 ・引用 に は プ レイ ア ッ ド版 (Paul VERLAINE,
 OEuvres poétiques complètes. Texte établi et annoté par Y.-G. LE DANTEC. 

Édition revue, complétée et présentée par Jacques BOREL. Paris : Galli-

mard, coll. «Bibliothèque de la Pléiade», 1962 ; OEuvres en prose complètes. 

Texte établi, présenté et annoté par Jacques BOREL. Paris : Gallimard, coll.

«Bibliothèque de la Pléiade», 1972) を使用する。以下,こ れ らの版については

それぞれ(EP,(EPRの 略号をもちいる。なお,邦 文引用はすべて拙訳による。

2)こ れについては以下を参照されたい 『キ リスト教人名辞典』,日 本基督教団出

版 局,1986年,1770頁; New Catholic Encyclopedia,  Washington  : The Catho-

  lic University of America, 1967, vol. VIII, p. 302 ; The Oxford Dictionary of 

  Saints, New York : Oxford University Press, third edition, 1992, p .286. 

3) Voir Ernest DELAHAYE, Verlaine, Monaco : Sauret, coll. «Pages perdues et 

   retrouvées», 1993, t. I, p. 202.

4)い うま で もな く詩 人 ジ ェ ル マ ン ・ヌ ー ヴ ォー は,ラ ンボ ー が ヴ ェル レー ヌ との 衝 撃

的 な 破 局 の の ち 約3ヵ 月 間 に わ た り ロ ン ド ンで共 同 生 活 を お く つた 人 物 で あ る。

ヴ ェ ル レー ヌ と ジェ ル マ ン ・ヌ ー ヴ ォー の交 流 は,モ ンス監 獄 か ら出 所(1875年1

月)し た後 か つ て の相 棒 を 自分 と同様 に 回心 さ せ よ う と シ ュ ッ ッ トガ ル トに赴 い た

ヴ ェル レ ー ヌが,ラ ンボ ー か ら手 わ た され た 「散 文 詩 」(『 イ リュ ミナ シオ ン』)の

自筆 稿 を彼 の依 頼 で ヌ ー ヴ ォー に送 った こ とに端 を発 す るの で あ る.何 度 か の 手紙

の や り と りの の ち,2人 は1875年5月 頃 ロ ン ドンで は じめ て 顔 を あ わ せ るの だ が,

そ の さ い 回心 した て の ヴ ェル レー ヌ が ヌー ヴ ォー に た い して も信 仰 に も ど るよ う説

い た で あ ろ う こ と は 想 像 に か た く な い。 ヴ ェ ル レ ー ヌ と の 出 会 い か らま もな く,

ヌ ー ヴ ォー が叔 父 宛 の書 簡 に お い て神 の恩 寵 の現 れ を体 験 した こ とを 述 べ て い る事

実 は,彼 の回 心 に ヴ ェル レー ヌ が あ た え た何 らか の影 響 を示 唆 して い る と思 わ れ る

(voir sa lettre à Alexandre  Silv  y, 26 mai 1875, in Germain NOUVEAU, 
OEuvres complètes [avec celles de Lautréamont]. Édition établie, présentée 

et annotée par Pierre - Olivier WALZER. Paris : Gallimard, coll. « Biblio-

thèque de la Pléiade », 1970, p. 824)0 ヴ ェ ル レー ヌ の 招 き に よ っ て 実 現 し た

1877年 の ア メ ッ ト巡 礼 は,ジ ェ ル マ ン ・ヌ ー ヴ ォ ー の信 仰 を 方 向 づ け る決 定 的 な



27

要因 となった。というのも,こ れ以後ヌーヴォーは聖ブノワ ・ラブルをみずか らの

守護聖人とし長篇詩 「恭謙」において称賛するにとどまらず,後 年には放浪 ・托鉢

の聖人をまねて彼 自身 もじっさいに放浪と巡礼の生をおくることになるか らであ

る。

5)1885年 に執筆された 「盗 まれた聖遺物厘について」では,題 名が しめすとおり,

彼がふかい愛着をいだき大切にしていたブノワ ・ラブルの聖遺物匝 中には聖人

の膝の骨のかけらが入 つていたという を性的関係にあつた少年のひとりに盗ま

れた憤 りと,そ の少年が過ちを悔いて自分のように 「素朴な信仰」をもつよう聖 ブ

ノワ ・ラブルにささげられた祈 りが表現され る。 さらに,1888年 フ ィガロ紙に

「清貧」の題で掲載され,の ちに 『幸福』(1891年 刊)に 収録 された詩編 「善き貧

者よ,お まえの衣は軽い……」には聖人の名は明記 されていないが,ル イ ・モ リス

が指摘するように,こ こでヴェルレーヌがラブルを想起 していることはあきらかで

あ る。 Voir Louis  MORICE, Verlaine. Le drame religieux, Paris : Beauchesne

et ses fils, 1946, pp. 445-446.

6) Voir Ernest DELAHAYE, Documents relatifs à Paul Verlaine, Paris : Maison 

   du Livre, 1919, p. 48. 

7) Voir la « Notice » de BOREL pour les OEuvres polémiques, voyages, in OEPR,

p.1444.さ らに同様の手がが りとして,ボ レルは 『遺稿集』(1903年 刊)に 収録

された 『古い町』の異稿に 「いまやわれわれはこの章の目的をほぼ果たした」とい

う表現がみられる点 も指摘 している。Voir les «Notes et Variantes» de BOREL

   pour la Vieille Ville. Fragment d'un livre perdu, in ibid., p. 1463. 
 8) Vieille Ville, in ibid. , p. 1063. 

9) Idem. 

10) Grand dictionnaire universel, Paris : Administration du grand dictionnaire 

   universel, 1866-1876, t. X, p. 16. 

11) Voir les «Notes et Variantes» de WALZER pour la Doctrine de l'Amour, in 

   NOUVEAU, op. cit., p. 1229.

12)こ の よ う な批 判 に 反 論 して,す で に1868年,フ ラ ン ス ・カ ト リッ クの な か で も と

りわ け戦 闘 的 な ウル ト ラモ ン タ ニ ス ム の指 導 者 で あ り,カ トリ ッ ク の 日刊 紙 「世

界 」 の 編 集 者 で あ つた ル イ ・フ ラ ン ソ ワ ・ヴ ィ ヨ ー は同 誌 上 に,ま ず 「あ る清 潔 な

ヴ ォル テ ール 主 義 者 に反 論 して 不 潔 な人 々を 擁 護 す る一一 ブ ノ ワ ・ラ ブ ル と ヴ ォ ル

テ ー ル」(1868年1月5日)を 掲 載 す る。 そ の後 も 「あ る風 だ らけの 司 教 」(同 年1

月9日)さ らに は 「あ たか も ブ ノ ワ ・ラ ブ ルか らフ ラ ンス を解 放 しな けれ ば な らな

い と思 い込 ん で い る よ うな」 ヴ ィル モ氏 な る人 物 に た いす る攻 撃 文 書(同 年3月)

な ど をつ ぎ つ ぎ と発 表 し,論 争 とな っ て い た(voiribid.,pp.1229-1230)。 ま た,

1881年 の 列 聖 に さ い して 元 老 院議 員 コ ル ボ ン氏 は つ ぎの よ うに述 べ て 「聖 人 」 を

罵 倒 して い る 「そ い つ 〔ラ ブル〕 は怠 惰 な男,不 潔 き わ ま りな い男 〔…〕 狂 神

的 な利 己主 義 者 だ った の で す!こ の うえ な い ほ ど垢 に ま み れ て い た の で す!彼
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を聖列にくわえようとしている人々や枢機卿たちの誰一人として,わ れわれの誰一

人として,彼 をピンセットを介 してでさえ触ろうとするものはいなかつたでしょ

う!」 (cité par Alain  BUISINE, Verlaine. Histoire d'un corps, Paris : Tallan-
dier, coll. « Figures de proue », 1995, p. 325)。さらに,詩 集に収録するさい詩

編 「聖 ブ ノ ワ=ジ ョゼ フ ・ラ ブル 列 聖 の 日」 に献 辞 を 付 す つ も りで あ る こ とを

ヴ ェル レー ヌか ら手紙 で 知 ら され た エ ミール ・ル ブ ラ ンは,こ の 申 し出 が ま つ た く

うれ し くな く,「 か の 風 だ らけの 聖 人 」 を守 護 聖 人 に した よ うな 気 が して非 常 に迷

惑 だ った との ちに回想 して いるのであ る (voir Emile LE BRUN,  «  Verlaine

   inédit», Les Idées françaises, janvier-février, 1924, cité par Jacques 

   ROBICHEZ in VERLAINE, Œuvres poétiques, Paris : Garnier, 1986, p. 671). 

13) Voir Voyage en France par un Français, in OEPR, pp. 995-999. 

14) Vieille Ville, in OEPR, pp. 1062-1063.

15) «Saint Benoît—Joseph Labre », Amour, in CEP, p. 438. 「聖 ブ ノ ワ=ジ ョ ゼ

フ ・ラ ブル 列 聖 の 日」 は1884年1月13日 「批 評 」 誌 上 に発 表 され,の ち に詩

集 『愛』 に 収 録 され た。 と こ ろ で,プ レ イ ア ッ ド版 の 校 訂 者 イ ヴ=ジ ェ ラ ー ル ・

ド ・ダ ンテ ッ クに よ れ ば,ジ ャ ッ ク ・ ドゥ ーセ 図 書 館 に所 蔵 され て い る 『愛 』 の 自

筆 稿 集(「 聖 ブ ノ ワ=ジ ョゼ フ ・ラ ブ ル 列 聖 の 日」 は も ち ろ ん,ほ とん どす べ

て の 詩 集 収 録 詩編 の 自筆 稿 を ふ くむ)に お いて は,詩 編 の 題 名 は 「聖 ブ ノ ワ ・ラ ブ

ル 」 と さ れ,副 題 は 付 さ れ て い な い 。 さ ら に,こ の 自 筆 稿 に は 「1887年12月8

日」 とい う 日付 が あ り,作 品 につ づ いて 「批 評 」 誌 に掲 載 され た同 詩 の 切 り抜 き に

誤 植 の 訂 正 が な され,さ ら に エ ミール ・ル ブ ラ ンへ の 献 辞 が 書 き くわ え られ て い る

(voir les «Notes et Variantes» de LE DANTEC pour Amour, in  ŒP,

p.1189)。 この献辞 はしか し詩集では採用されなかつた。 ところで,「 聖ブノワ=

ジ ョゼフ ・ラブルー 列聖の日」の雑誌への発表がすでに1884年 になされている

からには,作 品の着想、・執筆がそれ以前であることはまちがいない。ではドゥーセ

図書館所蔵の自筆稿に記された日付は何を意味するのだろうか。それが誤植でない

ことは,ジ ャック ・ボレルが 『愛』の解題で同詩集の生成にふれ,1887年 に執筆

された詩のなかに 「聖ブノワ=ジ ョゼフ・ラブル」を分類 していることか らあきら

かであろう (voir la  «  Notice  » de BOREL pour Amour, in ŒP, p. 402)。 ま た

同詩 の 執 筆 時 期 に つ い て,ジ ョル ジ ュ ・ザ イ エ ッ ドと ジ ャ ック ・ロ ビ ッシ ェ は と も

に,ラ ブ ル の 列 聖 の 日(1881年12月8日)に 作 成 さ れ た と して い る (voir les

«Notes» pour la lettre à Ernest Delahaye, 9 août  [18]81, in Paul VERLAINE, 

Lettres inédites à divers correspondants, publiées et annotées par Georges 

ZAYED, Genève : Droz, 1976, p.93; et les «Notes» de ROBICHEZ pour Amour,

in OEuvres poétiques, op. cit., p. 671)0 わ れ わ れ と し て は 「1887年12月8日 」

は,『愛』への収録にさいして雑誌の切 り抜 きを くわえた新たな自筆稿が作成 され

た日付と解釈したい。 自筆初稿が執筆された正確な時期は不明だが,少 なくとも作

品の着想は実際のラブル列聖の日 「1881年12月8日 」だったという前提のもとに
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論 じて さ しつ か え あ る ま い。 な お,1881年 に エ ル ネ ス ト ・ ドラエ ー が ヴ ェ ル レー

ヌ にあ て た 書 簡 にお いて,ヌ ー ヴ ォ ーが ヴ ェ ル レー ヌ に送 るべ き 「聖 ラ ブ ル」 の詩

編(「 恭 謙 」 を さす と思 わ れ る)が しば しば 話 題 に な って い る一 一 「文学 的 悔 恨 に

と らわ れ た ヌ ー ヴ ォ ー はす つか り変 わ り,彼 の 「聖 ラ ブ ル」 を手 直 し した。 だか ら

君 は ま だ そ の 詩 を 受 け と つ て い な い の だ 。 し か し間 も な く届 くだ ろ う」 「ヌ ー

ヴ ォ ー に会 う た び,ぼ くは彼 が 君 に送 る はず に な っ て い る詩 の こ と を話 して い る。

で も,彼 はじつに怠惰 なんだ!」 (lettres de Delahaye à Verlaine, s.d.  [1881]

et 26 juin 1881, in NOUVEAU, op. cit. , pp. 856-857)0 この 事 実 も,ヴ ェ ル レー

ヌが1881年 に 「聖 ブ ノ ワ=ジ ョゼ フ ・ラ ブ ル」 を着 想 ・執 筆 した の で はな いか と

の推 測 に重 要 な示 唆 を あ た え る。

16)  «Paraboles», Amour, in ŒP, p. 439. 

17) «À propos d'un «centenaire» de Calderon», Amour, in ŒP, p. 437. 

18) «Notes et Variantes» de BOREL pour la Vieille Ville, in ŒPR, p. 1465. 

19) Vieille Ville, in ŒPR, p. 1049. 

20) Vieille Ville, in ŒPR, p. 1059. 

21) Voyage en France par un Français, in ŒPR, pp. 1023-1042.

22) Sagesse, III-« XX», in ŒP, pp. 289-290. プ レイ ア ッ ド版 の テ ク ス トは 基 本 的 に

は1889年 刊の 『叡知』第2版 にもとつ く。 しかし初版に収録 され第2版 で削除さ

れた詩編 「木馬」をそのまま採録しているたあ,じ つさいの第2版 よりも収録詩編

の数が1編 多い。 したがつて,こ こで詩番号はXIXで な くXXと な つている点を

付記 しておく。

23) Voir les  «  Notes  » de ROBICHEZ pour Sagesse, in Œuvres poétiques, op. cit., 

   p. 627. 

24) Sagesse, III-« XX », in CEP, p. 289. 

25) Voir les « Notes » de ROBICHEZ pour Sagesse, in OEuvres poétiques, op. cit., 

   p. 627 
26) VERLAINE, Sagesse, III-« XX », in CEP, op. cit., p. 290. 

27) Voir la lettre de l'abbé Xavier Delogne à Louise Granjean, septembre 

   1863, citée par L. LE FEBVE DE VIVY, Les Verlaine, Bruxelles : Miette, 1928, 

    p. 51.

28)「 パ リにもどらないというあなたの決意があいかわらず決定的であるのを残念に思

います。〔…〕あなたがわたしに節度をもち熱狂 しすぎないよう忠告 してくれるの

は も っ と もな こ と で す」 (lettre de Nouveau à Verlaine, Paris 4 janvier 1876,

in NOUVEAU,  OP. cit., p. 837),, ヌー ヴ ォ ー 自身 もパ リに恐 怖 感 を い だ い て お り,

書簡のなかでヴェルレーヌの助言と戒あに感謝 している。

29)ロ ビッシェはこの表現に 「変わらぬ伝統のなかに閉 じこもる地方人の意志」をよみ

と る 。 Voir les «Notes» de ROBICHEZ pour Sagesse, in  OEuvres poétiques, op.

cit., p.628.
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30) Sagesse, III-«  XX  », in ŒP, p. 290. 

31) Voir les « Notes » de ROBICHEZ pour Sagesse, in Œuvres poétiques, op. cit., 

   p. 628.
32) Sagesse, III-« XVI», in CEP, p. 286. ケスラー版は,最 終詩句 「彼の魂を二分す

るものがこの虚無のなかで泣いているか らこそ!」 について,「 わたしの妻と息子」

という,詩 人自身による注釈を付 している (voir les «Notes» de ROBICHEZ pour

Sagesse, in  Œuvres poétiques, op. cit., p. 625)0

33)「 わ た しは一人息子に再会 した。わたしの心で最悪の傷がひらくように思えた」

   (Sagesse,  I—«  XVIII  », in ŒP, p.257)0 

34) BUISINE, OP. cit., p. 325.


